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１．はじめに 

平成 28 年台風第 10 号は，岩手県大船渡市付近に上

陸し，東北地方を北西に横断して日本海に抜けるとい

う特異な経路をたどった．台風が東北地方の太平洋側

に上陸したのは，気象庁が 1951 年に統計を開始して以

来初めてであった 1)． 

この台風第 10 号により，住宅被害が全壊・半壊・床

上浸水等，約 3000 棟に上るとともに，22 名の死者と 5

名の行方不明者が発生した 2)．死者 22 名のうち，20 名

は，二級河川小本川が流れる岩手県岩泉町に集中して

いる．また，岩泉町全体で道路の寸断により，一時的

に約 870 名，約 430 世帯が孤立した．図-1 に，小本川

流域の位置図を示す． 

特に岩泉町乙茂地区では大規模な洪水氾濫が発生し

ている（図-2）．当該地区は，山間河川の様相と呈し，

背後が山付き地形の平坦地で無堤部のため，複断面河

道で例えると高水敷の様な空間であり，国道の損壊や

道の駅等公共施設の浸水被害が発生し，高齢者福祉施

設では，入所者 9 名が濁流に巻き込まれ死亡した． 

２．目的 

筆者らの既報告 3)では，平成 28 年台風第 10 号による

8 月の災害発生時，東北地方の降雨状況は台風 10 号以

前にも台風等による豪雨が続いており，気象庁アメダ

スの 8 月の月降水量は，岩泉観測所 586.5mm や近傍の

下戸鎖 623.0mm 等で観測史上最大を記録している．こ

のため山地の土壌が湿潤状態にあり，流出率が高かっ

たことが大きな災害につながった一要因である可能性

を示唆している． 

そこで本論では，今後の防災・減災活動に資するこ

とを目的とし，小本川流域における洪水時における長

期的な先行降雨の影響を考察した． 

３．方法 

気象庁アメダス観測所（岩泉）の既往観測データを

用い，平成 28 年台風第 10 号による災害発生時の降雨

を含む年最大日雨量を整理し，過去の大雨を 3 つ抽出

した．次に，国交省が取りまとめる水害統計から当該

大雨における災害規模を調査した．最後に，水文頻度

解析から当該大雨の再現期間を評価し，洪水時におけ

る長期的な先行降雨の影響を考察した． 

４．結果と考察 

(1) 降雨状況および年最大日雨量 

図-3 は，小本川流域の中央付近にある気象庁アメダ

ス（岩泉観測所）の時間雨量と 29 日 0 時からの累加雨

量である．岩泉観測所では約 250mm の降雨の大部分が

台風通過前後の 4 時間程度に集中し，1 時間雨量から 6

時間雨量までが観測史上最大である．岩泉観測所の平

均年降水量は 1088.7mm であり，年降水量の 4 分の 1 ほ

どの豪雨が極めて短時間に集中した． 

 
         図-1 小本川流域                    図-2 岩泉町乙茂地区 被災状況 
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図-4 は，気象庁アメダス（岩泉観測所）の既往観測

データにおける年最大日雨量である．当該観測所にお

ける観測開始以来のデータを整理した．また，平成 26

年（2016 年）の年最大日雨量は，平成 28 年台風第 10

号による災害発生時の降雨（以降，H28.8 降雨と略記）

であった．これを見ると，過去 2 回，甚大な災害を引

き起こした H28.8 降雨と概ね同規模の降雨が観測され

ている（以降，それぞれH2.11降雨，H19.9降雨と略記）． 

(2) 既往降雨の災害状況 

国交省が取りまとめる水害統計から，図-4 に示す 3

降雨について，当該降雨発生年度における災害状況を

調査した．その結果，H2.11 降雨は内水氾濫による床上

浸水が 10 棟，H19.9 降雨は土石流による床上浸水が 1

棟に留まっており，溢水，越水，破堤等の外水氾濫は

発生しておらず，H28.8 降雨に比べて，災害規模は非常

に小さい． 

(3) 既往降雨の再現期間 

気象庁アメダス（岩泉観測所）の既往観測データか

ら，3 降雨について，再現期間を算定した（表-1）．な

お，当該再現期間は水文統計ユーティリティーを用い

算定しており，各種確率分布のうち，SLSC が他に比べ

て小さく適合度が高い岩井法を用いている． 

これを見ると，H28.8 降雨の時間雨量の再現期間は非

常に大きいが，日雨量の再現期間は H2.11 降雨および

H19.9 降雨と概ね同程度である．これらの 2 降雨は，水

害統計によると小規模な被害に留まっている．一方，

H28.8 降雨の月雨量の再現期間は，2 降雨に比べ非常に

大きい．また，図-5 は，3 降雨のピーク雨量を起点した

降雨波形の重ね図であるが，H28.8 降雨は他の 2 降雨と

比較して，先行降雨が大きいことが分かる．このこと

から，H28.8 降雨による大規模な災害は，１週間～２週

間程度の比較的長期的な先行降雨の影響を受けている

ものと考えられる． 

５．おわりに 

本論では，小本川流域における洪水時における長期

的な先行降雨の影響を考察し，H28.8 降雨による大規模

な災害は，１週間～２週間程度の比較的長期の先行降

雨の影響を受けている可能性を示した．洪水予測の精

度向上や避難行動の確実性を向上するためには，先行

雨量を適切に評価することが必要と考えられ，今後，

降雨分布の影響も含めた定量評価を行う予定である． 
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岩泉観測所 降雨量(mm/hr) 累加雨量(mm） H2.11 降雨(1990)：
194mm

H19.9 降雨(2007)：
199mm 

H28.8 降雨(2016)：
194.5mm

   図-3 気象庁アメダス（岩泉観測所）の時間雨量    図-4 気象庁アメダス（岩泉観測所）の年最大日雨量 

表-1 3 降雨の再現期間

図-5 3 降雨のピーク雨量を起点とした降雨波形の重ね図

再現期間
［年］(mm)

H2.11降雨
(1990)

H19.9降雨
(2007)

H28.8降雨
(2016)

時間雨量
[15年］
(46mm)

[17年］
(47mm)

[138年］
(70.5mm)

日雨量
[20年］
(194mm)

[23年］
(199mm)

[20年］
(194.5mm)

月雨量
[3年］
(277mm)

[19年］
(465mm)

[70年］
(586.5mm)
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